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 高速ネットワークの完成による移動時間の短縮   

区  間 現在 H26年度末 総短縮時間 所用時間が同等の箇所 
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★北部地域から京都駅へのアクセス（京都縦貫、京都高速等経由）の向上 
★日本海側拠点港（舞鶴港～敦賀港、金沢港）を結ぶルートが形成 
★舞鶴と中京（北陸）圏域への物流･観光ルート（舞鶴若狭、北陸道等経由）の出現 
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京
都
縦
貫
自
動
車
道
と
舞
鶴
若

狭
自
動
車
道
が
、
平
成
26
年
度
に
全

線
開
通
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
京
都
舞
鶴
港
と
京
都
市
内
お
よ

び
南
部
地
域
が
高
速
道
路
で
直
結

し
、
京
都
舞
鶴
港
の
利
用
率
向
上
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
北
陸
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
が
大
き
く
向
上
し
、
新
た
に
中

京
圏
が
日
帰
り
可
能
と
な
る
こ
と

で
、
産
業
や
観
光
圏
域
の
大
幅
な
拡

大
が
図
ら
れ
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
な

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
舞
鶴
若
狭
自
動
車

道
の
福
知
山
～
舞
鶴
西
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
間
の
４
車
線
化
に
よ
り
、

災
害
や
事
故
な
ど
に
よ
る
交
通
不

能
リ
ス
ク
が
低
減
さ
れ
、
安
定
し
た

物
流
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
「
海
・
港
」
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
本
市
に

と
っ
て
、
追
い
風
と
な
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ  

市
政
の
「
今
」  

第
３
回

 
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完
成

    
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
魅
力
あ

る
ま
ち
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、

道
路
、
公
園
な
ど
の
都
市
基
盤
や

ま
ち
を
健
全
に
維
持
す
る
た
め
の

土
地
利
用
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
平
成
24
年
５
月
に
改
訂
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
街
化
区
域

や
市
街
化
調
整
区
域
な
ど
を
定

め
、
秩
序
あ
る
市
街
化
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
都
市
計
画

道
路
の
事
業
化
や
中
心
市
街
地
の

活
性
化
な
ど
、
利
便
性
の
高
い
効

率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
居
住
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
対

応
や
市
民
生
活
の
安
定
、
社
会
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
老
朽
化

し
た
市
営
住
宅
の
改
修
や
建
て
替

え
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
に
密
集
市
街
地
の
住

環
境
改
善
と
し
て
、
市
場
上
地
区

の
住
環
境
整
備
が
終
了
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
今
年
６
月
に
は
、

三
宅
団
地
第
１
期
工
事
と
し
て
63

戸
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
既
存
市
営
住
宅
の
改

善
、
建
て
替
え
を
計
画
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

▲第１期工事の完成した市営住宅三宅団地

　
舞
鶴
自
然
文
化
園
な
ど
の
都
市

公
園
や
市
民
生
活
に
身
近
な
「
ち

び
っ
こ
広
場
」
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
施
設
や
遊
具
な
ど
の
安
全
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
見
据
え
、
東
地
区
の
八
島
公
園

の
再
整
備
や
西
地
区
に
お
け
る
田

辺
城
跡
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

　
高
速
道
路
や
市
民
生
活
に
直
接

結
び
つ
く
市
内
の
道
路
、
公
園
、

住
宅
な
ど
の
都
市
基
盤
に
つ
い
て
、

次
代
を
担
う
世
代
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
本
市

の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
な

ど
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
多

く
の
人
が
集
い
、
に
ぎ
わ
う
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

▲進みゆく高速道路網

人
・
モ
ノ
の
流
れ
が
変
わ
る

高
速
道
路
網
の
完
成

　
長
年
に
わ
た
り
整
備
を
進
め
て

き
た
北
吸
森
線
の
改
良
工
事
に
よ

り
、
生
活
の
利
便
性
や
安
全
性
が

向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
道
や

府
道
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
円
滑
な
交
通
の
確
保
と
防
災

機
能
の
向
上
を
図
る
た
め
、
引
土

境
谷
線
、
和
泉
通
線
、
野
原
大
山

線
な
ど
の
市
道
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ

う
通
学
路
な
ど
の
安
全
対
策
を
は

　
本
市
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
国
道
27
号
西
舞
鶴
道
路
の
用

地
買
収
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
港
と
連
結
す
る
臨
港
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
国
・
府

安
心
・
安
全
な
市
道
事
業
の

推
進

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

ま
ち
に
憩
い
と
潤
い
を
与
え

る
公
園
の
整
備

次
世
代
へ
の
継
承

多
様
で
良
質
な
市
営
住
宅
の

形
成

東
西
市
街
地
の
一
体
化
に
向

け
た
幹
線
道
路
網
の
促
進

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
舞
鶴
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
は
「
舞
鶴
は

ひ
と
つ
」
と
し
て
、
東
西
市
街
地

の
機
能
的
な
一
体
化
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
こ
の
た
め
、
東
西
市
街

地
を
最
短
距
離
で
結
び
、
地
域
医

療
の
再
編
や
公
共
施
設
の
集
約
化

に
よ
る
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
た
め
に
も
、
府
道
小
倉
西
舞

鶴
線
の
整
備
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
う
ち
、
白
鳥
ト
ン
ネ
ル
区

間
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
を
確
保

し
、
渋
滞
の
解
消
や
緊
急
避
難
路

と
し
て
の
防
災
機
能
の
向
上
を
図

る
た
め
、
４
車
線
化
の
早
期
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

じ
め
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
り
ょ
う
、

照
明
、
の
り
面
な
ど
の
道
路
施
設

の
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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★日本海側拠点港（舞鶴港～敦賀港、金沢港）を結ぶルートが形成 

★舞鶴と中京（北陸）圏域への物流･観光ルート（舞鶴若狭、北陸道等経由）の出現 

 
 

シ
リ
ー
ズ
　
市
政
の
「
今
」。
第
３
回
は
、
平
成
26
年
度
に
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完

成
に
よ
っ
て
、
府
北
部
に
新
し
い
時
代
の
到
来
が
期
待
さ
れ
て
い
る
中
、
本
市
の
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
国
道
27
号
西
舞
鶴
道
路
や
府
道
小
倉
西
舞
鶴
線
の
整
備
、
国
道
や
府
道
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
市
道
、
ま
た
、
公
園
、
住
宅
な
ど
、
次
代
を
担
う
世
代
に
と
っ

て
住
み
続
け
た
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。


